練習６の採点例（A～Eの５段階評価）
・600字以内で、A４判縦の用紙を利用している。

・第1段落で主題が示されている。

・次に、自分の意見が示されている。

・意見に続いて、意見の論拠が示されている。

・最後に結論を短くまとめている。

上記の各項目に適合しない場合は評価Eを与えます。

さらに、

・全体が540字以上、600字以内である。

・主題の設定が適切である。（ある程度ポイントを絞っている）

・文章が段落で区切られている。

・句読点が付けられている。

・「だ・である体」を使用していて、文体に乱れがない。

・意見が途中で揺らいだり、変わったりすることがない。

・自分の意見の論拠として、具体例や事実が述べられている。

・誤字、脱字、余字は２字まで。
・言いたいことが簡潔に分かりやすく述べられている。

以上にすべて適合すれば評価Aを与えます。

評価Aではなかった場合、

・具体例や事実がなく、論拠が弱い。

・意見が途中で揺らいだり、変わったりしている。

・文体に乱れがある。もしくは、句読点が不適切に多すぎるか少なすぎる。または、誤字、脱字、余字が３字以上ある。あるいは、段落を区切っていないか区切りすぎている。
・誤解される、もしくは言いたいことが伝わりにくい表現がある。

以上の項目に適合しない場合は評価Bを与えます。
２つまで適合する場合は、評価Cを与えます。

３つ以上適合する場合は評価Dを与えます。
